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1は じめに

家畜糞堆肥を施用することにより、地温に上昇が見ら

れたことが報告されている。。東北など寒冷地では、地

温の上昇は作物の生育、特に初期生育の促進に有効であ

ると考えられることから、その栽培技術への応用が期待

される。しかし、堆肥施月に伴う地温上昇の特性など、

技術化に必要な知見が得られていないのが現伏である。

そこで本研究では、堆肥の施用量の違いが地温と土壊の

化学性に及ぼす影響、及び堆肥施月による地温上昇が飼

料用トウモロコシの初期生育に及ぼす影響について検討

とした。ここでは、堆肥施用 1年目の結果について報告

する。

2試験方法

1)試験期間と場所
2002年に岩手県盛岡市内の東北農業研究センター内
圃場 (アロフェン質黒ボク土)で実施した。
2)試験区構成
炭素率の異なる4種類の供試堆肥(表 1)を 3水準(4t、
8t、 16t′ 10a)で施用した堆肥単用の 12処理区と、イし学
肥料単用 (N P205‐K20=15‐ 15‐ 15kg/10a)の 1処理区
の計 13処理区を、6反復乱塊法で配置した。6反復のう
ち、3反復を地温測定用 (試験区 1)、 残りの 3反復をト
ウモロコシ生育調査用 (試験区Ⅱ)と した。試験区 Iは

植物の地温への影響を除くために、除草剤を用いて裸地

状態を維持した。一方、試験区Hにはトウモロコシを作

付け、その初期生育への地温の影響を調査した。

3)供試堆肥とその散布方法
堆肥 Aは広葉樹樹皮からなるパーク堆肥、堆肥 BCD
は牛糞主体堆肥であつた。これらを 4月 8～9日に全面
散布し、直後に耕深 10cmでロータリー耕を行いIL3と

混和した。

4)供試品種とその栽培方法
ナスホマレ (RMl15)を供試した。5月 20日 に化学
肥料単用区に施肥した後に、再度全面ロータリー耕を行

い、5月 22日に試験区Ⅱにのみ畦幅 75cm株間 18cmで

点播した。

5)調査方法
①土壌化学性の調査

堆肥散布前 (4月 8日 )に圃場全面から10点、トウモ

ロコシ収穫後 (10月 17日 )には調験区IIの全処理区 (計

39区)から3点ずつ表層土壊を採取し、化学性の分析に

供試した。

②地温測定方法

試験区 Iの全処理区 (計 39区)の 10cn深に温度セン
サーを設置し、5月 22日 ～10月 10日 の期間中、30分間

隔で地温データを記録した。

③初期生育量の調査方法

播種後 13日 目にあたる6月 4日 (一部は6月 5日 )に

幼植物の地上部を刈り取り、一個体あたりの地上部乾物

重を求めた。

3.試験結果及び考察

1)土壌化学性の変イヒ (試験区Ⅱ)
堆肥の散布により、土壌化学性には大きな変イヒが認め

られた (表 2)。 従来の報告。と同様に、施用量の増加と

ともに塩基類やリン酸が蓄積する傾向が認められた。特

に肥料成分を多く含んでいる堆肥 Dを施用した場合に
は、顕著な増加が見られた。これらの結果は秋の土壊の

化学性であり、冬期間の溶脱が考慮されていないが、堆

肥施月に伴う著しい交換性カリウムの増加のために、土

壌中の養分バランスが悪化する可能性が考えられる。

2)地温への影響 (試験区 I)
堆肥の施用により、裸地条件下では地温が上昇した(図

1)。 地温の上昇は図示した 5月 22日 から6月 5日 まで

の 14日間のみならず、測定全期間にわたって認められ

た。また、地温上昇の程度は、堆肥施用量の増加ととも

に大きくなった。トウモロコシ生育初期の積算地温に関

しても、堆肥施用量の増加に伴い上昇した (図 2)。

3)地温上昇の植物初期生育への効果 (試験区II)

堆肥施用によるトウモロコシの発芽の促進は認められ

なかった。一方、堆肥 D16t施用区では、発芽の遅延が

認められた (データ表示せず)。 家畜生糞を多量に施用に

すると、土壌表層の過剰な乾燥を導き、結果として発育
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表 1 施用堆肥の成分

pHぃ塁。T 0/N 
…

堆肥A 649 038 5555 29143404117 087063
1El巴 B  758  204   8679  1771 3262 184  181  140
月笙1巴C   755    268    5253   1320  2847  210   451   290
堆肥D  871  431  3072 1267 2508 2∞  356 381

表 2 堆肥散布前と収穫後の土壊化学性
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裸地条件下での堆肥施用量と日平均地温の関係

(堆肥 A施用区の 522～ 6/5を抜粋)

図3 積算地温と幼植物乾物重との関係

不良が発生することが報告されている
"。
本研究での発

芽の遅れも、堆肥の多量施用による土壌表層の乾燥が原

因と推察される。

また、トウモロコシ播種後約 2週間目の幼植物 (3～ 4

葉期)の一個体あたり地上部乾物重 (試験区II)と、そ
の間の裸地条件での積算地温 〈調験区 I)の間には、有
意な相関関係が認められた (図 3)。 このことから堆肥の

施用により養分が供給されるだけでなく、地温も上昇し、

トウモロコシの初期生育を促進することが示唆された。

4ま とめ

以上の結果から、堆肥の施用により、地温は上昇する

こと、及びその程度は施用量の増加に伴い大きくなるこ

とが認められた。さらに、地温上昇によリトウモロコシ

の初期生育が促進されることが示唆された。しかし、地

温上昇の機構に関しては未だ不明である。また、堆肥を

多量に施用すると交換性カリウムが増加するために、土

壌中の養分パランスが悪化する可能性も有している。従

つて今後は、堆肥の適正な施用量の範囲内での、地温上

昇の可能性について検討を加える必要があると考えられ

る。
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図2 処理毎の5/22～6/5の積算地漂 平均値+標準偏∋
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